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障害のある人たちがごきげんに暮らせる地域を農業で創る
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１．はじめに

最初に自己紹介させていただく。私は現在33
歳だが，大学生のときに今のつくば市長，五十嵐
立青氏の下で議員インターンシップをした。議員
インターンシップでは，議員がどんな仕事をして
いるかを一緒に体験させてもらう。私はもともと
は政治家になりたいと思っており，五十嵐市長
と一緒に活動していく中で，NPO法人ごきげん
ファームを立ち上げた。大学を卒業してから11
年目になる今も，この事業を続けている。
この仕事を始めたきっかけは，今話したイン
ターンシップである。僕はそんなにしっかりと勉
強を頑張れていたほうではなかったが，五十嵐市
長と知り合って，いろいろな社会問題を知ってい
く中で，自分もこの障害の分野に関する仕事をし
ていきたいなと思い，今障害のある人たちが働く
農場を運営している（図1）。
僕が運営している農場はつくば市に3か所あ
る。有機野菜を栽培して有機野菜セットを作る農
場と，お米を作る農場と，あとは鶏を飼って卵を
売る農場がある。そのほかにも細々やっているこ
とはある。その3つの農場以外では，障害のある
人たちが暮らすグループホームや，発達障害のあ
る子どもたちが放課後，学校が終わった後に学童
のように来るデイサービスなども運営している。

２．社会問題が自分事になった

実際に農業の話をしていく前に，僕が障害に関
してすごく関心を持ったきっかけについてお話し
たい。それは，僕にとってとても大切な人が経験
したことについてである。彼は，とてもリーダー
シップのあるエネルギッシュな人だった。だが，
中学校になると学校に来なくなってしまった。彼
が学校に来なくなってしまった理由は勉強ができ
なかったからだ。勉強ができなかったのは，算数
が全くできないから。国語や社会や英語は普通に
できるが，算数だけは九九も言えない状態だっ
た。彼のこうした状態は「学習障害」という障害
なのだと，五十嵐市長と一緒に活動するように
なってから知った。
学習障害とは，何か1つだけ著しくできないも

のがある状態である。例えば，事例として多いの
は読み書きが極端にできないという障害，「ディ
スレクシア」と呼ばれるが，そういう障害がある
ということを当時の僕は知らなかった。彼自身も
もちろん，自分がそういう算数が苦手であるとい
う障害であることを知らなかった。
当時，もう15年前ぐらいの話なのだが，学校
の先生も友達も家族もそういう障害があるという
ことを知らなかったものだから，皆が彼に「ちゃ
んと勉強しなさい」と言う。ただ「ちゃんと勉強
しなさい」と言っても，やはり学習障害があるの
で算数がどうしてもできない。それで嫌になって

1）NPO法人　つくばアグリチャレンジごきげんファーム
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しまって，彼は学校に来なくなってしまった。た
だ，エネルギーだけはとんでもなくあるので，か
なり弾けた行動を取ってしまい，彼自身は当然の
こと，周囲の人間も，当時は大変に苦しい思いを
した。
なぜこの話をしているかというと，僕は政治家
になりたいと思っていたが，やはり社会問題にど
んなことがあるかを知らなかった。僕は五十嵐市
長と一緒に活動をするまで，社会問題にどんなこ
とがあるかを知らなくて，彼と一緒に活動する
と，例えば待機児童の問題があることを知ったり
するが，どれも他人事にしか思えなかった。初め
て社会の問題というか，社会課題が自分事として
感じられたのがこの障害に関することで，それが
きっかけで僕は障害の分野に関心を持つように
なった。

３．障害のある人とない人が 

同じ世界に暮らすために

それでこの事業を始めたのだが，僕たちは農
業と福祉を事業として行っているが，ごきげん
ファームという名前なので，やはり農業色が強い
ように思われる方もいる。しかし，団体の目的，
僕たちが目指していることでいうと，やはり障害
のある人たちがごきげんに暮らせる社会をつくる

というのが一番である。だから，障害のある人た
ちが働く，どうやって働くかということもそうだ
が，どうやって余暇を過ごすのか，遊ぶのか，人
間関係をつくるのかということ，あとはグループ
ホームのように，本人や家族がその後も安心して
暮らしていけることを大事にして事業を運営して
いる。
「障害のある人たちがごきげんに暮らせる社会」
と言うと，農業というよりはかなり福祉の話に
なってくる。今，農福連携というのが非常にワー
ドとしてホットだったりするが，僕たちが障害の
ある人たちの仕事として農業に取り組む理由を，
今日話をさせていただきたいと思っている。
僕は障害のある人たちがごきげんに暮らせる社
会をつくりたいのだが，それをつくるためになぜ
農業に力を入れて取り組んでいるのか。それはや
はり，この社会が障害のある人たちがごきげんに
暮らせる社会になるためには，障害のある人とな
い人が同じ世界に暮らしていくことがすごく大事
だからだ，と僕は思っている。
障害のある人とない人，もう既に同じ世界に暮
らしているではないか，と思う人も多いかもしれ
ない。しかし，障害のある人たちは大体全体の2
割ぐらいの方がいる。いろいろな障害，重複して
いるものもあるけれども，合わせると2割弱ぐら
いの方が何らかの障害を抱えながら生きていると

図１　NPO法人ごきげんファームの事業内容
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言われている。しかし，障害のない人は障害のあ
る人と会わずに生きていける。今は障害のある人
とない人が一緒に何かをする必要はなく生きてい
けるような社会になっていて，2割の人が障害が
あるのに，障害のない人はその2割の人と一切関
わらずに生きていけるというのは，別々で生きる
ように社会がなっているからである。
この別々に生きる状態になってしまっているこ
とが，障害のある人だけではなくて，障害のない
人にとっても地域全体で見ても，すごく大きな損
失がたくさんたくさんあると思っている。それを
一緒の世界にしていけたらいい，障害のある人と
ない人が一緒に暮らせるような地域をつくってい
きたいという目的で事業をやっているのだが，ど
うやったら障害のある人とない人が一緒の世界に
暮らせるようになっていくかというと，僕は農業
をやっていくことではないかと思っている。
ではなぜ農業をやると障害のある人とない人が
一緒に暮らせる地域ができるのか。それはやは
り，両者が今は分けられて，分断されて生きてい
るのだが，その分断をなくしていく必要がある。
ではどうやったら分断がなくなっていくかという
と，障害のある人のことを障害のない人が知るこ
と，お互いに知ることがすごく大事だと思ってい
る。偏見が，いまだに強く障害のある人たちに向
けられているなと思っているのだが，その偏見を
なくすためにはやはりお互いをよく知ることがす
ごく大事である。
ではどうやって関心のない人が障害のある人た
ちのことを知ってくれるかというと，関心のない
人たちが楽しいと思える時間の中で障害のある人
たちのことを知っていってもらうことが，僕はす
ごく大事だと考えている。多くの人に楽しんでも
らいながら障害のある人たちを知ってもらうため
のツールとして，僕は農業が非常に，非常にいい
と思っている。
今，農福連携が提唱されて，農福連携というの
は障害がある人たちの働く場所が足りていないと
いうことと，農家さんは担い手が少ないと言われ
ているので，この2つがうまくマッチングすると
お互いがハッピーになれるんではないかと言われ
ている。僕と五十嵐市長が最初にこの団体を始め
たときにもそういう思惑で始めた。もちろんそう

いった側面もあるが，僕は「障害のある人とない
人が一緒に楽しい時間を過ごしていくこと」にす
ごく価値を感じており，それを続けていくことで
障害のある人たちがごきげんに暮らせるような社
会になっていったら嬉しい。
なぜ農業がたくさんの人に楽しんでもらえるも
のなのかというと，それは野菜以上に全員が必要
としているものはないから。先ほど CSAの話が
あったが，僕たちにも地域に300世帯ぐらい定
期的に野菜を購入してくださっている方たちがい
て，そこに野菜セットと卵を届けている。定期的
に何かを届けられるというのが，野菜が一番だと
思っている。お米や水を定期購入している人が多
いと思うが，やはり野菜は季節もすごくあるもの
だし，そんなに保管も利かないもの。皆にとって
すごく必要なものであって，全世代に農業はアプ
ローチできて，全員が楽しいというところがすご
く魅力的で，幼稚園の子どもたちも楽しめるし高
齢者の人たちも楽しめる。
やはりふだん食べているものなので，里芋はこ
んなふうになっているんだ，落花生はこういうふ
うにできるんだ，ということに皆さんすごく関心
がある。なので障害のある人たちがすごくいい農
業をすること，そしてその地域の人たちにその野
菜を食べてもらったり，その場に来てもらうこと
で，僕は障害のある人とない人が一緒に楽しい時
間を過ごして，障害のある人たちに今向けられて
いる偏見だったり，分断されている社会が変わっ
ていったらいいなと思って，この活動を行ってい
る。
そういう意味で，そういう目的を達成するため
に農業は非常にいい。これよりいいものはないん
ではないかと思っていて，なので農福連携はすご
くいいなと思って，今11年目の活動を実施して
いる。

４．ごきげんに働ける環境を整える

ここから写真を中心にどんなことをやってい
るかを紹介させていただきたい。このように野
菜セットを作って玄関まで直接届けている（写
真1）。先ほどの CSAの取りに来てもらうという
ものとは少し違うが，地元に野菜セット，この
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セット数を直接届けているということでいうと，
かなり多いほうではないかと思う。
これは実際に障害のある人たちが作業をしてい
る様子である（写真2）。ジャガイモを掘ったり，
キュウリの支柱を立てたり，苗を植えている。
障害といっても本当にいろいろな人がいる。知
的障害の方，精神障害の方，身体障害の方もい
る。精神障害の方も本当にたくさんの障害の種別
があり，年齢があり，その人の障害の程度の進み
方も変わってくるので，かなりいろいろな人がい
る。その方たちと力を合わせながら農業をやっ
て，しかし冬場はどうしても仕事が少なくなって
きがちなので，ジュースを作ったり，あとは農家
さんのお手伝いにも行かせてもらっている。今8
農家さんのお手伝いに行っていて，自分たちの農
場で物を作っている部分もあるが，大体100名ぐ
らいの障害のある人たちが僕たちの農場で働いて
いて，平均すると1日70人と少しぐらい働きに
来てくれている。
農家さんのところでも同じように苗を植えた
り，ベビーリーフをパックするような仕事もあ
る。
あとは貸農園，週末の菜園事業と言っている
が，地域の方たちが農園をやってくれていて，コ
ロナ以降，ものすごく人が来てくれるようになっ
た。週末は結構な人数が僕たちの農園に来て，野
菜をそれぞれで作ってくれている。
コロナ対策のため現在はできていないが，障害
のある人とない人が楽しい時間を農業で一緒に過
ごすことを大事にしているので，餅つきや収穫
祭など，いろいろなイベントを実施している（写
真3）。大体1回のイベントで300から400人ぐ
らいの地域の方たち，多くは僕たちの野菜セット
を買ってくれている人たちが来てくれている。
僕たちの野菜セットは野菜が8品と卵で2300
円で売っているが，多くの人が小さな子どもたち
がいる世帯なので，そういう子どもたちが楽しん
でくれるような農業のイベントを開催している。
例えば竹を使ってお米を炊いたり，収穫の体験を
企画している。
こんな感じで，楽しい食事があって，楽しいイ
ベントがあって，そこに障害のある人たちが普通
にいるという状態を皆さんに知ってもらう。障害

のある人たちと話したことがない人がほとんどだ
が，それを少しずつ増やしていきたいと。感覚と
しては，障害のある人たちとの接点ができたとき
に冷たくする人たちはいない。皆にやはり優しい
気持ちがある。ただ，優しくしたいという気持ち
があっても，なかなかそれを，ふだん生きていて
障害のある人たちに向けられることがないので，
そういう一人一人が自然に持っている優しい気持
ちのようなものが，出やすい地域になったらいい
なと思っている。

写真１　野菜セットを届ける

写真２　農作業の様子

写真３　菜園事業でのイベント
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2011年の4月から野菜を作る農場を始めた。
2017年の1月からお米を作ったり，竹細工を
作ったり，あとは2018年4月から鶏を平飼いで
飼っている。餌を作ったり，卵を取ったり。今，
1日500個ぐらい毎日卵が取れている状況であ
る。鶏舎も木を切ったり，防腐剤を塗ったりして
障害のある人たちと一緒に造っている。餌は大体
茨城で採れたくず小麦だったり，くず大豆などを
使って作っている。
少し農業とは話が変わるが，障害のある人た
ちが働くだけではなくて，グループホームで，今
30部屋ぐらい，障害のある人たちが暮らしてい
る。やはり仕事の場だけでの関わりだと，どうし
てもうまくいかないことがたくさんある。家から
僕たちの農場に通っているけれど，昼夜逆転して
しまってほとんど来られないような人も，僕たち
のグループホームに入ってもらうと，非常に安定
して仕事に来られるようになったりする。障害の
ある人たちがいい農業をしていくために，僕たち
は「地域で農業の価値が最大限に発揮されるよう
な，農業の価値が最大限に感じられるような地域
をつくる」という目標を掲げて，障害のある人た
ちと一緒に事業をしていきたいと思っているけれ
ど，やはりそのためにはどうすればいいかという
ことを考えると，障害のある人たちが一生懸命仕
事に取り組める環境がすごく大事である。そのた
めには仕事だけではなく，そのほかの部分，暮ら
し方だったり，暮らす場所が安定していなかった
らいい仕事ができない。健康ではなかったらいい
仕事ができない。お金のことが不安でたまらな
かったらいい仕事ができない。そう思うので，そ
ういうことをトータルでサポートしながら皆でい

い事業ができるようになったらいいなと思ってい
る。

５．多くの人に活動を伝えたい

僕たちは NPO法人として活動している。NPO
法人というのが非営利組織なので，「お金もうけ
を第一にしているんではないですよね」というこ
とはよく言われる。お金もうけ，利益を追求して
いくことはもちろんすごく大事だし，かなりたく
さんの社員が僕の会社でも働いているので，その
会社を運営していくことは非常に，非常に大事で
ある。ただやはり，冒頭から話しているように，
僕たちが団体を設立している目的が，どうしたら
障害のある人たちがごきげんに暮らせる社会をつ
くれるかということ。
僕たちは，障害のある人たちがごきげんに暮ら
せる社会をつくりたい。それは，そういう社会に
なったほうが地域全体がよくなると信じているか
ら。障害のある人たちにとってだけいいわけでは
なくて，障害のある人たちが暮らしやすい地域と
いうのは地域の人たちにも非常にいい効果があ
る。それを説明すると長くなってしまうので省く
が，そのために，本当に障害のある人たちがごき
げんに暮らせるような地域や社会に近づいていけ
るのかということを，その事業規模だけではなく
て，僕たちがどれだけの人に僕たちの活動を伝え
られているのかも大切にしながら事業をしてい
る。
野菜セットを購入してくれている人たちがこれ
ぐらいいる。貸農園で僕たちのところで農業をし
てくれている人たちがこれぐらいいる。イベント

図２　一緒に活動をしている人・団体
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にはこれだけの人が来てくれている。コロナの影
響でレストランを閉めてしまったが，レストラン
のお客さんがこれぐらいいる。クラウドファン
ディングで支援してくださる方がこれだけいる。
自分たちの団体の売上げだけではなくて，この事
業に関わって，これだけの人に自分たちの活動を
伝えたのだということを成果指標にしながら事業
をしている（図2）。
農福連携の事例はあまり多くないし，今，福祉
施設が農業に飛び込むことが結構多いけれど，や
はり多くは農家さんのお手伝いに行く形態であ
る。自分たちで野菜を作って売っているという団
体はそんなに多くはない状況である。ただ，自分
たちで作っていく，自分たちでできた野菜を基に
地域の人と福祉施設がつながっていく。福祉施設
は地域から閉ざされがちだが，それを農業の力を
使って地域に開いていくような活動ができると，

もっともっと違う福祉施設，今までと違った社会
福祉をもっとアップデートしていけるような事業
ができるのではないかと思う。障害のある人がご
きげんに暮らせる社会を創るために，これからも
活動を続けて行きたい。

伊藤 文弥さん


